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北
海
道
の
沿
岸
部
は
、
定
置
網
に
よ
る
イ
ワ
シ
、

ニ
シ
ン
漁
が
長
い
間
地
域
の
漁
業
を
支
え
て
き
た

が
、
昭
和
三
十
年
を
境
に
漁
獲
量
が
減
少
し
不
振

を
極
め
た
。
当
組
合
も
例
外
で
な
く
、
代
替
策
と

し
て
漁
船
漁
業
に
大
き
く
転
換
し
た
。
そ
う
し
た

転
換
に
対
応
で
き
な
い
組
合
員
は
ホ
ッ
キ
ガ
イ

（
ウ
バ
ガ
イ
）漁
を
中
心
に
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、

こ
れ
も
資
源
が
枯
渇
し
組
合
員
は
出
稼
ぎ
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
。
言
う
な
れ
ば
漁
家

経
営
も
組
合
経
営
も
ど
ん
底
で
、
漁
業

協
同
組
合
は
整
理
促
進
法
の
適
用
を
受

け
て
い
た
程
で
あ
る
。

　

不
振
漁
家
、
不
振
組
合
に
至
っ
た
最

大
の
原
因
は
、
大
漁
貧
乏
で
あ
る
。
魚

価
が
安
い
た
め
に
大
漁
を
求
め
て
過
当

競
争
が
お
こ
り
、
そ
れ
が
魚
価
を
さ
ら
に
下
げ
る

と
い
う
悪
循
環
が
、
有
限
資
源
を
減
少
さ
せ
た
。

そ
こ
で
、
自
助
努
力
に
よ
る
当
面
の
対
策
と
し
て
、

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
安
定
漁
業
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
貝
は
、
当
漁
協
が
漁
業
権
を
単
独
で
有

す
る
海
域
に
棲
息
す
る
た
め
、
単
協
内
で
の
決
定

で
漁
獲
制
限
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
導
入
で
あ
っ
た
。

　

先
ず
、
水
産
技
術
普
及
指
導
所
の
指
導
で
、
組

合
員
に
よ
る
資
源
量
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
組

合
員
が
納
得
し
た
上
で
、
資
源
量
に
見
合
っ
た
一

年
の
漁
獲
量
を
決
め
た
。
加
え
て
漁
獲
単
価
等
を

考
慮
し
て
一
日
の
漁
獲
量
も
制
限
し
た
。
更
に
、

出
漁
時
間
、
一
日
の
操
業
時
間
、
帰
港
時
間
も
制

限
し
、
組
合
員
同
士
で
相
互
監
視
を
行
う
た
め
に

船
団
操
業
を
し
た
。
違
反
者
に
は
罰
も
科
す
と
い

う
厳
し
い
規
制
の
中
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

結
果
、
資
源
管
理
型
の
ホ
ッ
キ
ガ
イ
漁

業
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
様
々
な

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
組
合
員
、
婦
人
部

員
、
青
年
部
員
等
関
係
者
の
意
識
改

革
に
よ
っ
て
、
当
組
合
は
ホ
ッ
キ
ガ
イ

の
漁
獲
量
が
日
本
一
（
全
国
の
漁
獲

量
約
八
千
ト
ン
の
う
ち
、当
組
合
の
漁

獲
量
は
約
一
千
ト
ン
）に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
組
合
員
の
自
信
と
な
り
、
ホ
タ
テ

ガ
イ
の
漁
場
造
成
増
殖
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。
当
地
は
昔
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
好
漁
場

で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
漁
獲
量
が
皆
無
に
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
が
、
平
成
三
年
度
に
は
五
千
ト
ン
の

水
揚
げ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。

そ
の
後
年
間
五
千
ト
ン
の
漁
獲
量
を
期
待
し
て
い

た
が
、
残
念
な
こ
と
に
平
成
四
年
八
月
の
洪
水
で

漁
場
に
土
砂
が
流
入
し
、
壊
滅
的
被
害
を
被
っ
て

し
ま
っ
た
。
組
合
員
の
中
に
は
、
事
業
の
継
続
、

断
念
等
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

沿
岸
漁
業
の
将
来
は
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
以

外
に
な
い
と
考
え
、
治
山
や
治
水
の
関
係
者
・
関

係
機
関
と
協
議
会
を
作
り
、
漁
場
の
回
復
を
待
っ

て
平
成
九
年
に
事
業
を
再
開
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
回
（
平
成
十
二
年
度
）
三
千
五
百
ト
ン
の
日
本

一
の
立
派
な
大
型
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
漁
獲
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
年
間
五
千
ト

ン
の
漁
獲
を
目
標
に
し
て
い
る
。
平
成
四
年
の
洪

水
被
害
か
ら
、
漁
獲
が
再
び
可
能
に
な
る
ま
で
に

八
年
か
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
よ
り
、「
資

源
管
理
型
漁
業
」
と
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
に

と
っ
て
漁
業
環
境
の
保
全
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

幸
い
先
の
通
常
国
会
に
お
い
て
、
水
産
基
本
法

が
制
定
さ
れ
六
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
理
念
法
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
環
境

と
調
和
し
た
資
源
管
理
型
漁
業
や
つ
く
り
育
て
る

漁
業
が
水
産
物
の
安
定
供
給
の
た
め
に
重
要
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
基
に
し
た
水
産
業
の
健
全

な
発
展
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
水
協
法
等
の
関
連
法
も
こ
の
方
向

で
改
正
さ
れ
諸
施
策
が
実
施
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ

る
。漁
業
者
に
と
っ
て
は
歓
迎
す
べ
き
法
律
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
法
で
は
、
遊
漁
者
や
遊
漁
船
業
に

つ
い
て
、
資
源
管
理
型
漁
業
や
つ
く
り
育
て
る
漁

業
と
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
若
干
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

寄　　稿

資
源
管
理
型
漁
業
と
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
重
要
性
に
つ
い
て

資
源
管
理
型
漁
業
と
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
重
要
性
に
つ
い
て

北
海
道
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合

　　
北
海
道
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合　　　　　　

専
務
理
事

三

上

稔

専
務
理
事　

三　

上　
　
　

稔


